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本校では，昨年度より総合的な学習の時間に「住用を明るくし元気を届けよう」プロジェクトに取り組ん

でいます。昨年度は「壁画で住用小に来てくださる方々を笑顔にしよう」と，奄美在住の画家のミロコマチ

コさんと未来の住用小を描き玄関に設置しました。今年度は住用の町を花でいっぱいにして，住用を訪れる

方々を喜ばせたいというみんなの思いから，「住用花いっぱい計画」を進めています。「どんなお花を，ど

こに置いてもらうか」「どのように配付するか」「費用はどうするか」等，一つ一つの課題に対してみんな

で話し合ったり調べたりして，計画を進めてきました。先日は，各集落の区長さんたちへ自分たちで手紙を

書き，お花を取りに来てもらいました。そして，昨日は三カ所の事業所へ花を届けました。今後，さらにプ

ランターの配付を計画的に行っていく予定です。この取組は大人が進めたものではなく，児童一人一人が

「住用を明るくするためにはどのようにしたらいいか」という課題に向き合い，その解決策を地域の協力

（住用支所地域総務課）をいただきながら自分たちで解決策を考えて行動にうつしています。同時に，学校

を訪れる方も喜ぶようにと学校での花づくりにも毎日精を出しています。このような活動が，ふるさとに誇

りをもち，ふるさとを愛する心を子どもたちに育んでいくことにつながっていくと思います。 

 おかげさまで１学期は大きな事故等もなく元気に終了することができました。これも，保護者や地域の

皆様のご協力のたまものであり，心より感謝申し上げます。夏休みは家庭・地域で過ごすことになりま

す。安全で楽しい夏休みが送れるよう，声掛けや見守りをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ラ・ムール住用 SS】       【住用駐在所】          【(株)LeO】 

子供たちが育てた「向日葵」 
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あ
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SDGs（持続可能な開発目標）を目指した学力の向上（総合的な学習の時間） 
   ～リュウキュウアユ保護活動【知る・守る・伝える】の充実～ 

リュウキュウアユの生態を学ぶ 

講師 米沢さん，久米先生 

役勝川での観察学習 

今年はごくわずか。理由は？ 

「住みよい環境を守る」標語 

ＦＭラジオの出演(～9/19) 

思ったこと考えたことの発表 

鹿児島大学の久米元先生

と環境技術協会の米沢俊彦

さんをお招きし，リュウキ

ュウアユについて学びまし

た。住用小でのこの学習

は，今年でなんと１８年目

だそうです。 

ゴーグルとシュノーケル

を付けて，そっとそっと覗

いてみました。「あれ？いな

い！」今年は，なぜ少なか

ったのでしょうか。これも

環境を学ぶ上では，とても

大切ことです。 

今年もあまみエフエムに電

話で生出演。今週は，さっそ

く結奈さん・武琉さん・ゆり

やさんが出演しました。クイ

ズに答えたりリュウキュウア

ユについての作文を読んだり

します。 

地域とともに歩む住用小学校 ンビリの王子，旅に出る 

 ７／５(水)の午前に「民生委員・児童委員と語る会」を，７／

14(金)の夕方に「学校評議員会」を実施しました。学校の様子を

お伝えしました。皆さんの感想やご意見を生かしながら，これか

らも地域とともに歩む住用小学校を目指します。行事等の際に

は，皆さんお誘い合わせの上，住用小学校へお越しください。 

鹿児島から劇団がやって来ま

した。楽しい音楽や「ン」を生

かした言葉遊びなどがあり，保

育園生も一緒に音楽劇を楽しむ

ことができました。 


